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しっかりしろ！
すぐ助けを―…。

次は―…。

…あ、れ？

ん？

うっ…。



よし、事情はわかった。

いいか、
まず何か異常が起きたら警報を
鳴らすことになっていただろう。

「被災者救出が最優先」は、
我が身を投げ出して救出する
という意味ではない。

しかるべき装具を
つけた者が救出する。
つけていなければ第一に逃げて
警報を鳴らす。
また、大声で周囲の人に
状況を伝えよう。

たまたま通りかかったから
よかったものの、場合によっては
命が危なかったんだぞ。

とにかく大事がなくて
何よりだよ。だがな…、

あとは、いくら後輩を助けるためでも、
自分も事故に巻き込まれては意味がない。

救出しなければという
感情に任せて行動しては
いかんな。

緊急時に冷静な対応を取ることは
簡単ではない。だからこそ日頃から
緊急時に備えることが重要なんだ。

緊急時の避難経路、
災害発見時の初動、被災者救出時の
注意点、救出後の対応方法などを
確認しておこう。

過去の経験や勘に頼らずに
会社独自の『緊急時対応マニュアル』や、

またSDS第4項「応急措置」、
第5項「火災時の措置」、
第6項「漏出時の措置」をもう一度読み、
緊急時の行動・対処法を具体的に
イメージし皆で共有しておこう。

はい！

マニュアル



化学物質取扱で気をつけたいポイント

使用後は適切に処理しましょう。 思わぬ
事故につながることもあります。運搬・保管する際は必ずふたをしましょう。

引火性・可燃性の物質は適切に管理

心配なこと・普段と違う
ことがあったらすぐに相談 衝動的な行動はしない

化学物質にばく露すると、健康を害する 
恐れがあります。 体調不良を感じたら、
すぐに責任者に相談しましょう。

むやみな救助は自分も事故に巻き込まれ
る危険があります。 緊急時に備え、ルー
ルを確認しておきましょう。

危険は意外と
身近にあるってことが
よくわかっただろう？

職場の安全衛生には
ひとりひとりの意識と
ルールを守ることが大事。

ここでもう一度、
ケーススタディを
振り返ってみよう。

登場人物の
ドジなところが
誰かに似てたね。 ん？

なんか言った？ 最近食欲もないし
疲れやすいし。

注意力も
集中力も落ちちゃって。

しっかりしろ！
すぐ助けを― …。

うっ…。

これでよし。



こんなことにも注意しよう!
安全・健康のためのヒント!

化学物質取扱

可燃物の近くは
火気厳禁 !

有害物が付着したら
すぐに洗い流そう！

作業手順を守ろう！

保護具はルール通りに
着用しよう！

手順を誤ると重大な事故につながること
もあります。火花による引火にも注意しましょう。

こまめに手を洗う、作業台を拭くなどの
習慣をつけることも忘れずに。

保護具が必要な作業では、事故を防ぐた
め保護具を確実に着用しましょう。

労災は、
決して他人事ではなく
身近な問題だ。

何かあったときのために、

よし！

ルールを守って
毎日がんばるぞ！

日頃から職場での
コミュニケーションも大切よ。

ルールを守ることは、
「身体」「家族」
「生活」を守ること
だと覚えておいてほしい。
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まんがでわかる

化学物質取扱の安全衛生

イラストで学ぶ

職場の作業の中に潜む
危険を知ろう!

どこが危険か考えてみよう!

ほかにも危険なポイントがないか考えてみましょう。

ここが危険の
ポイント!

局所排気装置を用いて作業を行う。

火を使う際には引火の危険がないか確認する。
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